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ぎかいカフェを実 施しました！ぎかいカフェを実 施しました！

総務常任委員会

教育厚生常任委員会

産業建設常任委員会

①防災グッズを備えていますか

①令和５年度虐待通報件数の
　数値が多いと思うか

②近江八幡市も国スポ・障スポの
　開催地であることを知っているか

②避難所を把握していますか

高齢者   　５５件高齢者   　５５件
児童　   １３１件児童　   １３１件
障がい者   １９件障がい者   １９件

【防災について】
　情報の取得方法は次のどれですか

【各常任委員会シールアンケート結果】【各常任委員会シールアンケート結果】

43％43％
57％57％

90％90％

10％10％

65％65％

35％35％

75％75％

25％25％

YES NO

YES NO YES NO

YES NO

39％39％

5％5％
0％0％

56％56％

テレビ・ラジオ
スマホ
防災無線
その他
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ぎかいカフェを実 施しました！ぎかいカフェを実 施しました！
（議会報告会）（議会報告会）

特特集集

　令和７年３月29日（土）にイオン近江八幡ショッピングセンター１番街のセントラルコー
トでぎかいカフェ（議会報告会）を実施しました。近江八幡市議会では、開かれた議会を目指し、
昨年度と同様に商業施設において、飲み物を提供しつつ、総務・教育厚生・産業建設常任員会
による活動報告やディスカッションを行いました。また、オープニングイベントでは「ひよっ
こだんすくらぶ」によるパフォーマンスの披露や今年の秋
に開催される国スポ・障スポの案内、シールアンケートや
オリジナル名札と缶バッジが作れるクラフトコーナーな
ど、様々な世代のみなさんに楽しんでいただけるような報
告会としました。

“ぎかいカフェを終えて”
　議会を少しでも身近に感じていただきたいと"カフェ方式"で開催しました。議員
全員が協力してカフェコーナーやクラフトコーナー、シールアンケートなどを企画
しました。また、今年度は国スポ・障スポの開催ＰＲや各常任委員会から所管事務
調査の報告を行ったり、オープニングでは"ひよっこだんすくらぶ"の皆さんをお迎
えしエネルギッシュなダンスを披露していただいたりと、大変盛況に終えることが
できました。
　議員が考えや立場などの違いを超え"ワンチーム"として、1つの目的のために協力
しながら充実した活動することができました。
　これからも市政や議会活動の様子をわかりやすくお伝えするとともに、市民の皆
さんのお声を反映していけるよう取り組んでまいります。

広報広聴委員会 副委員長　山本妙子

【国スポ・障ス
ポ紹介】

赤コンくんとチ
ャッフィーも

【クラフトコーナー】

【シールアンケート】
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33
月
定
例
会
の
概
要

月
定
例
会
の
概
要

　

令
和
7
年
第
1
回
（
3
月
）
市
議
会
定

例
会
を
2
月
14
日
か
ら
3
月
21
日
ま
で
の

36
日
間
の
会
期
で
開
き
ま
し
た
。

　

2
月
14
日
の
開
会
日
に
は
、
諸
般
の
報

告
と
し
て
、
議
長
報
告
の
ほ
か
、
監
査
報

告
及
び
市
長
報
告
の
後
、
市
長
提
出
議
案

と
し
て
、「
令
和
7
年
度
近
江
八
幡
市
一

般
会
計
予
算
」
の
他
、
合
計
42
議
案
が
上

程
さ
れ
ま
し
た
。
上
程
さ
れ
た
議
案
の
う

ち
、
議
第
39
号
に
つ
い
て
、
総
務
常
任
委

員
会
に
付
託
さ
れ
、
委
員
会
審
査
後
、
本

会
議
を
再
開
し
、
委
員
会
審
査
報
告
の
あ

と
採
決
し
、
可
決
し
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
議
案
熟
読
の
期
間
を
経
て
再

開
さ
れ
た
2
月
25
日
に
は
、
追
加
議
案
と

し
て
市
長
提
出
議
案
3
件
、
議
員
提
出
議

案
と
し
て
意
見
書
4
件
が
上
程
さ
れ
ま
し

た
。
2
月
25
日
、
26
日
に
5
会
派
が
代
表

質
問
を
行
い
、
市
長
の
市
政
方
針
な
ど
に

つ
い
て
質
問
を
行
い
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
再
開
さ
れ
た
3
月
5
日
か
ら

7
日
の
3
日
間
で
、
13
名
の
議
員
が
個
人

質
問
を
行
い
、
議
案
質
疑
や
市
政
全
般
に

対
す
る
質
問
を
行
い
ま
し
た
。

　

上
程
さ
れ
た
議
案
お
よ
び
意
見
書
は
、

予
算
・
総
務
・
教
育
厚
生
・
産
業
建
設
の

各
常
任
委
員
会
に
付
託
さ
れ
、
後
日
開
催

し
た
各
常
任
委
員
会
で
当
局
か
ら
議
案
に

対
す
る
詳
細
な
説
明
を
求
め
審
査
を
行
い

ま
し
た
。

　

21
日
の
閉
会
日
に
は
、
各
常
任
委
員
会

の
審
査
報
告
の
後
、
討
論
・
採
決
を
行
い
、

全
て
の
議
案
に
つ
い
て
承
認
、
可
決
し
ま

し
た
。

　

ま
た
、
同
日
、
追
加
議
案
と
し
て
、
市

長
提
出
議
案
の
予
算
議
案
1
件
、
条
例
議

案
1
件
、
人
事
議
案
1
件
、
議
員
提
出
議

案
の
条
例
議
案
4
件
、
意
見
書
2
件
が
上

程
さ
れ
、
う
ち
市
長
提
案
の
予
算
・
条
例

議
案
に
つ
い
て
は
予
算
・
産
業
建
設
常
任

委
員
会
に
付
託
さ
れ
、
委
員
会
審
査
後
に

本
会
議
を
再
開
し
、
審
査
報
告
の
あ
と
、

採
決
し
、
可
決
し
ま
し
た
。
人
事
議
案
に

つ
い
て
は
無
記
名
で
の
投
票
の
採
決
と
な

り
、
投
票
の
結
果
、
不
同
意
と
な
り
ま
し

た
。
議
員
提
出
議
案
に
つ
い
て
は
、
会
第

1
か
ら
4
号
は
賛
成
多
数
で
、
会
第
5
号

か
ら
10
号
は
全
員
賛
成
で
可
決
と
な
り
ま

し
た
。 

　

各
会
派
の
代
表
質
問
は
次
の
と
お
り
で

し
た
。

 

【
創
政
会
】 

①
令
和
７
年
度
当
初
予
算
に
つ
い
て

②
今
後
の
市
政
運
営
に
つ
い
て

③�

就
学
前
施
設
待
機
児
童
と
北
里
く
じ
ら

園
に
つ
い
て

④
少
子
化
対
策
に
つ
い
て

⑤
教
育
行
政
に
つ
い
て

⑥�

子
ど
も
・
若
者
育
成
支
援
事
業
に
つ
い
て

⑦
国
ス
ポ
・
障
ス
ポ
に
つ
い
て

⑧�

近
江
八
幡
市
立
総
合
医
療
セ
ン
タ
ー
の

運
営
状
況
及
び
令
和
６
年
度
の
決
算
状

況
に
つ
い
て

⑨
西
の
湖
環
境
改
善
に
つ
い
て

⑩
観
光
行
政
に
つ
い
て

⑪
農
業
問
題
に
つ
い
て

⑫
中
小
企
業
に
対
す
る
支
援
策
に
つ
い
て

⑬
空
き
家
対
策
に
つ
い
て

⑭�

都
市
公
園
・
児
童
公
園
の
整
備
に
つ
い
て

⑮
地
域
公
共
交
通
に
つ
い
て

⑯
道
路
行
政
に
つ
い
て

⑰
河
川
整
備
に
つ
い
て

⑱
近
未
来
の
都
市
計
画
に
つ
い
て

⑲
危
機
管
理
に
つ
い
て

⑳
ふ
る
さ
と
納
税
に
つ
い
て

㉑
安
土
城
築
城
４
５
０
年
に
つ
い
て

㉒
高
齢
者
施
策
に
つ
い
て

㉓�

安
土
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
エ
リ
ア
整
備
事
業
、

安
土
小
学
校
跡
地
エ
リ
ア
及
び
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
セ
ン
タ
ー
跡
地
の
活
用
に
つ
い
て

㉔
自
治
体
Ｄ
Ｘ
に
つ
い
て

㉕�

新
市
庁
舎
整
備
事
業
及
び
市
民
広
場
整

備
事
業
に
つ
い
て

㉖
水
道
事
業
・
下
水
道
事
業
に
つ
い
て

㉗
合
併
浄
化
槽
に
つ
い
て

㉘
学
校
給
食
に
つ
い
て

 
【
政
翔
会
】 

①�
令
和
７
年
度
の
予
算
編
成
と
財
政
見
通

し
に
つ
い
て

②
東
近
江
圏
域
の
連
携
と
発
展
に
つ
い
て

③�

大
災
害
に
対
応
す
る
た
め
の
仕
組
み
に

つ
い
て

④�

職
員
を
育
成
す
る
仕
組
み
と
守
る
仕
組

み
に
つ
い
て

⑤�

都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
が
導
く
近

江
八
幡
市
の
将
来
像
に
つ
い
て

⑥
地
域
計
画
に
つ
い
て

⑦
土
地
改
良
の
安
定
経
営
に
向
け
て

⑧�

社
会
教
育
の
立
場
か
ら
の
子
ど
も
・
若

者
支
援
に
つ
い
て

⑨�

上
水
道
・
下
水
道
を
維
持
す
る
た
め
の

方
策
に
つ
い
て

 

【
公
明
党
】 

①�

近
江
八
幡
市
デ
ジ
タ
ル
田
園
都
市
国
家

構
想
総
合
戦
略
に
つ
い
て

②
災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り
を
め
ざ
し
て

③
高
齢
者
施
策
に
つ
い
て

④
豊
か
な
教
育
を
め
ざ
し
て

 

【
日
本
共
産
党
】 

①
令
和
７
年
度
予
算
に
対
す
る
市
長
の
所
信

②
教
育
・
人
づ
く
り
に
つ
い
て

③
福
祉
・
医
療
・
人
権
に
つ
い
て

④
環
境
・
歴
史
・
文
化
に
関
連
し
て

⑤
産
業
・
観
光
振
興
に
関
わ
っ
て

⑥
都
市
基
盤
整
備
に
つ
い
て

⑦
地
域
自
治
・
行
政
経
営
に
つ
い
て

⑧�

人
権
と
女
性
の
地
位
向
上
、ジ
ェ
ン
ダ
ー

平
等
に
つ
い
て

 

【
育
成
会
】 

①�

過
去
最
大
の
一
般
会
計
予
算
５
３
０
億

円
と
持
続
可
能
性
に
つ
い
て

②
市
政
運
営
に
関
す
る
疑
問
点
に
つ
い
て

③
個
別
政
策
、
施
策
事
業
に
つ
い
て
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問　

令
和
7
年
度
当
初
一
般
会
計
予

算
は
、
令
和
6
年
度
と
比
較
し
て

1
0
0
億
円
増
加
の
5
3
0
億
円
が

計
上
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
予
算
を

編
成
さ
れ
た
市
長
の
思
い
を
聞
か
せ

て
く
だ
さ
い
。

　

さ
て
、
こ
の
度
上
程
さ
れ
た
令
和

7
年
度
予
算
は
、
小
西
市
政
2
期
目

の
集
大
成
に
な
る
か
と
思
い
ま
す
。

そ
こ
で
改
め
て
、
市
長
が
掲
げ
ら
れ

た
22
の
公
約
の
達
成
状
況
及
び
達
成

見
込
み
に
つ
い
て
お
聞
か
せ
く
だ
さ

い
。

答　

市
長

　

新
市
庁
舎
整
備
事
業
や
安
土
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
エ
リ
ア
整
備
事
業
な
ど

大
型
施
設
整
備
事
業
の
継
続
実
施
に

よ
り
大
規
模
な
財
政
出
動
が
続
く
状

況
に
お
い
て
も
、「
ハ
ー
ト
フ
ル
で
市

民
が
主
役
」、「
憧
れ
を
持
っ
て
も
ら

え
る
ま
ち
近
江
八
幡
」
を
政
策
目
的

の
主
眼
と
し
て
、
誰
一
人
取
り
残
さ

れ
る
こ
と
な
く
、
未
来
に
向
け
て
活

力
や
希
望
を
実
感
で
き
る
『
誰
も
が

輝
く
希
望
に
満
ち
溢
れ
た
未
来
創
造

型
予
算
』
と
位
置
付
け
ま
し
た
。

　

公
約
に
つ
い
て
も
、
お
お
む
ね
実

行
す
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
さ
ら

に
日
々
刻
々
と
移
り
変
わ
る
状
況
へ

の
対
応
や
、
未
来
に
向
け
て
必
要
な

事
柄
に
関
し
て
は
、
公
約
に
捉
ら
わ

れ
ず
に
取
り
組
ん
で
参
り
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

問　

こ
ど
も
達
の
健
や
か
な
成
長
に

な
く
て
は
な
ら
な
い
も
の
で
、
食
育

の
柱
で
あ
る
学
校
給
食
で
す
が
、
本

市
で
は
兄
弟
姉
妹
の
数
に
よ
り
第
二

子
半
額
減
免
と
第
三
子
無
償
化
を
実

施
し
て
い
ま
す
。
創
政
会
と
し
て
も

給
食
費
無
償
化
の
意
見
書
を
国
に
提

出
し
、
現
在
国
で
も
給
食
費
無
償
化

の
議
論
が
始
ま
っ
て
い
ま
す
。
創
政

会
と
し
て
給
食
費
完
全
無
償
化
に
つ

い
て
強
く
要
望
し
ま
す
が
、
市
長
の

所
見
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

答　

市
長

　

本
市
の
未
来
を
担
う
子
ど
も
た
ち

や
、
保
護
者
の
み
な
さ
ま
へ
の
一
層

の
支
援
が
必
要
で
あ
る
と
判
断
し
、

食
べ
る
こ
と
を
通
し
て
学
ぶ
「
食
育
」

は
義
務
教
育
の
一
環
で
あ
る
と
の
強

い
認
識
の
も
と
、
小
中
学
校
に
お
け

る
給
食
費
の
完
全
無
償
化
を
進
め
て

ま
い
り
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

具
体
的
に
は
令
和
7
年
度
に
無
償

化
を
進
め
る
た
め
の
条
例
等
の
整
備

を
行
い
、
令
和
8
年
度
4
月
か
ら
の

実
施
を
考
え
て
い
ま
す
。
ま
た
、
公

立
の
小
中
学
校
以
外
の
私
立
の
小
中

学
校
や
県
立
の
養
護
学
校
等
に
通
っ

て
お
ら
れ
る
本
市
在
住
の
児
童
生
徒

に
対
し
て
も
、
同
様
の
補
助
を
行
い

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

［
そ
の
他
の
質
疑
・
質
問
］

①�

各
会
派
の
代
表
質
問
の
大
項
目
に
つ
い
て

は
Ｐ
４
を
参
照
く
だ
さ
い

［
そ
の
他
の
質
疑
・
質
問
］

①�

各
会
派
の
代
表
質
問
の
大
項
目
に
つ
い
て

は
Ｐ
４
を
参
照
く
だ
さ
い

5
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創
政
会�

道 

下 

直 

樹

代表質問

学
校
給
食
に
つ
い
て

政
翔
会�

小 

川 

広 

司

代表質問

令
和
7
年
度
の
予
算
編
成
と

財
政
見
通
し
に
つ
い
て



問　

近
江
八
幡
市
第
1
次
総
合
計
画

後
期
基
本
計
画
の
重
点
戦
略
と
し
て
、

デ
ジ
タ
ル
の
力
を
活
用
し
た
社
会
課

題
解
決
や　

さ
ら
な
る
魅
力
向
上
の

た
め
「
近
江
八
幡
市
デ
ジ
タ
ル
田
園

都
市
国
家
構
想
総
合
戦
略
」
が
掲
げ

ら
れ
て
い
ま
す
。
現
在
の
進
捗
状
況

と
具
体
的
な
成
果
を
、
以
下
の
4
つ

の
観
点
か
ら
お
示
し
く
だ
さ
い
。

①�

デ
ジ
タ
ル
技
術
を
活
用
し
た
地
域

課
題
の
解
決
に
つ
い
て

②�

地
域
の
魅
力
向
上
に
向
け
た
デ
ジ

タ
ル
施
策
に
つ
い
て

③�

防
災
・
減
災
対
策
の
デ
ジ
タ
ル
化

に
つ
い
て

④�

G
I
G
A
ス
ク
ー
ル
構
想
に
つ
い
て

答　

�

総
合
政
策
部
長
、
総
合
政
策
部

理
事
、
危
機
管
理
監
、
教
育
長

①�

D
X
を
活
用
し
た
地
域
課
題
の
解

決
に
む
け
て
4
つ
の
事
業
を
実
施

し
て
い
ま
す
。
集
団
が
ん
検
診

W
E
B
予
約
シ
ス
テ
ム
整
備
事
業
、

書
か
な
い
窓
口
の
導
入
、
コ
ン
ビ

ニ
住
民
票
記
載
事
項
証
明
機
能
追

加
、
要
介
護
認
定
事
務
D
X
化
事

業
②�

現
在
、
観
光
に
特
化
し
た
新
た
な

ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
を
3
月
下
旬
公
開

に
向
け
製
作
し
て
い
ま
す
。
サ
イ

ト
作
成
に
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

に
よ
る
市
民
や
観
光
客
の
意
向
調

査
、
滞
在
人
口
や
人
流
、
携
帯
電

話
の
位
置
情
報
等
の
ビ
ッ
グ
デ
ー

タ
を
取
得
し
分
析
す
る
な
ど
、
デ

ジ
タ
ル
技
術
を
活
用
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
ま
で
に
、観
光
コ
ー
ス
の
ウ
ェ

ブ
ペ
ー
ジ
、
安
土
城
の
映
像
を
楽

し
め
る
体
験
型
ア
プ
リ
の
提
供
や

Ｖ
R
技
術
を
活
用
し
た
シ
ア
タ
ー

上
映
、
本
市
の
魅
力
を
伝
え
る
動

画
を
Y
o
u
T
u
b
e
で
公
開
、

X
な
ど
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
情
報
発
信
し
て

い
ま
す
。
今
後
も
デ
ジ
タ
ル
技
術

を
活
用
し
、
地
域
の
魅
力
発
信
に

努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

③�
新
庁
舎
整
備
に
あ
わ
せ
、
災
害
時

の
限
ら
れ
た
通
信
帯
域
で
も
利
用

可
能
な
、
市
民
の
安
全
・
安
心
に

つ
な
げ
る
た
め
の
災
害
対
策
本
部

シ
ス
テ
ム
を
整
備
中
で
す
。

④�

小
・
中
学
校
に
A
Ⅰ
ド
リ
ル
が
導

入
さ
れ
、
一
人
ひ
と
り
の
習
熟
度

に
応
じ
た
学
習
を
進
め
て
い
ま
す
。

ま
た
、
端
末
を
活
用
し
、
対
話
的

な
学
び
の
実
践
が
で
き
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
、
C
B
T
（
コ
ン
ピ
ュ
ー

タ
使
用
型
調
査
）
を
活
用
す
る
こ

と
で
、「
個
別
最
適
な
学
び
」
に
つ

な
が
る
指
導
や
取
組
の
効
果
に
つ

い
て
、
検
証
・
改
善
を
行
う
こ
と

に
よ
り
、子
ど
も
た
ち
の「
学
ぶ
力
」

の
向
上
を
図
っ
て
い
ま
す
。

問　

大
項
目
②
の
内
、
学
校
給
食
の

無
償
化
に
つ
い
て
、
小
西
市
長
は
、

令
和
8
年
4
月
1
日
よ
り
、
学
校
給

食
費
の
完
全
無
償
化
を
実
施
す
る
た

め
、
令
和
7
年
度
中
に
条
例
を
整
備

す
る
と
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。
昨
年
12

月
12
日
、
住
み
よ
い
近
江
八
幡
市
を

つ
く
る
会
か
ら
給
食
費
の
無
償
化
を

求
め
る
署
名
2
0
9
5
筆
が
提
出
さ

れ
て
い
ま
す
。
多
く
の
市
民
の
願
い

を
受
け
止
め
て
い
た
だ
き
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。
ど
の
よ
う
な
思
い

で
決
断
さ
れ
た
の
か
、
市
長
の
お
考

え
を
伺
い
ま
す
。

答　

市
長

　

義
務
教
育
に
つ
き
ま
し
て
は
、
市

町
村
の
大
き
な
責
務
で
あ
る
と
思
っ

て
お
り
、
そ
の
中
で
も
食
べ
る
こ
と

を
通
し
て
学
ぶ
「
食
育
」
は
非
常
に

大
事
に
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う

な
認
識
の
も
と
、
学
校
給
食
費
の
無

償
化
に
つ
い
て
は
、
様
々
な
政
策
選

択
の
中
、
し
っ
か
り
と
進
め
て
い
き

た
い
と
い
う
こ
と
で
判
断
し
ま
し
た
。

［
そ
の
他
の
質
疑
・
質
問
］

①�

各
会
派
の
代
表
質
問
の
大
項
目
に
つ
い
て

は
Ｐ
４
を
参
照
く
だ
さ
い

［
そ
の
他
の
質
疑
・
質
問
］

①�

各
会
派
の
代
表
質
問
の
大
項
目
に
つ
い
て

は
Ｐ
４
を
参
照
く
だ
さ
い

6
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公
明
党�

中 

塚 

理 

恵

代表質問

近
江
八
幡
市
デ
ジ
タ
ル
田
園
都
市

国
家
構
想
総
合
戦
略
に
つ
い
て

日
本
共
産
党�

森 

原 

陽 

子

代表質問

教
育
・
人
づ
く
り
に
つ
い
て



問　①�

下
豊
浦
弁
天
住
宅
跡
地
の
土
地
活

用
に
つ
い
て
、
5
年
以
上
そ
の
ま

ま
で
あ
る
が
、
ど
う
活
用
さ
れ
る

の
か

②�

藤
兵
衛
浜
の
現
状
、
特
別
史
跡
内

へ
の
追
加
認
定
に
つ
い
て
、
ま
た

藤
兵
衛
浜
の
石
垣
の
下
に
眠
る
と

さ
れ
る
信
長
公
時
代
の
遺
構
調
査

に
つ
い
て

③�

特
別
史
跡
安
土
城
跡
の
活
用
と
そ

の
周
辺
整
備
を
ど
の
よ
う
に
考
え

て
お
ら
れ
る
か

　

以
上
3
点
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

答　

総
合
政
策
部
長

　
　

総
合
政
策
部
理
事

①�

弁
天
住
宅
跡
地
は
、
資
材
置
き
場

等
で
の
一
時
的
な
活
用
が
考
え
ら

れ
ま
す
が
、
庁
内
だ
け
で
は
な
く
、

地
元
住
民
の
皆
様
の
意
見
を
聞
き

な
が
ら
活
用
方
法
を
検
討
し
ま
す
。

②�

藤
兵
衛
浜
の
追
加
指
定
は
、
2
月

に
調
査
完
了
と
所
有
者
の
同
意
を

得
て
文
化
庁
へ
意
見
具
申
し
、
令

和
7
年
度
中
の
指
定
を
目
指
し
て

い
ま
す
。
遺
構
調
査
は
、
歴
史
的

重
要
性
か
ら
県
の
「
令
和
の
大
調

査
」
へ
の
組
み
込
み
を
働
き
か
け

ま
す
。

③�

安
土
城
跡
の
価
値
を
最
大
限
高
め

な
が
ら
周
辺
地
域
の
活
性
化
を
図

る
こ
と
が
重
要
で
す
。
五
反
田
川

の
追
加
指
定
は
、
地
域
の
意
見
を

踏
ま
え
検
討
し
、
県
道
2
号
バ
イ

パ
ス
整
備
等
と
合
わ
せ
保
存
と
振

興
の
両
立
を
進
め
ま
す
。

問　

小
西
市
長
が
就
任
当
初
に
掲
げ

ら
れ
た
「
市
民
の
話
に
耳
を
傾
け
心

通
い
合
う
市
政
」、「
情
報
公
開
を
進

め
る
オ
ー
プ
ン
な
市
政
」、「
市
民
の

納
得
が
得
ら
れ
る
ク
リ
ー
ン
な
市
政
」

の
方
針
は
、
現
在
ど
の
よ
う
に
な
っ

た
の
で
し
ょ
う
か
。

①�

市
長
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
と
説
明

責
任

②
計
画
と
実
際
の
事
業
と
の
ズ
レ

③
情
報
公
開
の
遅
れ
と
不
透
明
性

④
市
民
参
加
の
形
骸
化

　

以
上
、
４
点
の
疑
問
点
を
指
摘
し

ま
し
た
が
、
市
長
の
考
え
を
お
聞
か

せ
く
だ
さ
い

答　

市
長
、
総
合
政
策
部
長
、

　
　

総
務
部
長

①�

置
か
れ
て
い
る
状
況
、
社
会
や
環

境
の
変
化
を
的
確
に
把
握
し
、
そ

の
上
で
進
む
べ
き
か
否
か
を
判
断

す
る
こ
と
が
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
で

あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。
行
政
組

織
に
お
い
て
は
、
行
政
目
的
で
あ

る
市
民
福
祉
向
上
を
実
現
す
る
た

め
に
、
目
指
す
ま
ち
の
姿
を
市
民

と
職
員
に
共
有
し
、
自
ら
能
動
的

に
動
く
こ
と
の
で
き
る
組
織
を
作

り
あ
げ
る
こ
と
が
、
そ
の
ひ
と
つ

で
あ
る
と
考
え
ま
す
。

②�

市
の
す
べ
て
の
事
業
は
、
総
合
計

画
や
個
別
計
画
の
理
念
に
基
づ
き

実
施
し
て
い
る
た
め
整
合
性
は
と

れ
て
い
ま
す
。

③�
会
議
の
開
催
案
内
や
記
録
の
公
表

な
ど
期
間
を
定
め
て
い
る
も
の
に

つ
い
て
は
、
期
間
内
に
公
表
す
る

よ
う
周
知
徹
底
を
図
る
な
ど
、
市

民
が
市
政
に
関
す
る
情
報
に
取
得

で
き
る
環
境
構
築
に
努
め
ま
す
。

④�

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
は
、
行
政

へ
の
市
民
参
加
の
仕
組
み
と
し
て

有
効
な
手
段
で
あ
る
も
の
の
、
提

出
意
見
が
少
な
く
効
果
的
な
運
用

に
は
課
題
が
あ
り
ま
す
。
デ
ジ
タ

ル
活
用
な
ど
、
よ
り
効
果
的
な
市

民
参
画
の

取
り
組
み

を
進
め
ま

す
。

［
そ
の
他
の
質
疑
・
質
問
］

①�

企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税
に
つ
い
て

［
そ
の
他
の
質
疑
・
質
問
］

①�

各
会
派
の
代
表
質
問
の
大
項
目
に
つ
い
て

は
Ｐ
４
を
参
照
く
だ
さ
い
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育
政
会�

青 

木 

勝 

治

代表質問

市
政
運
営
に
関
す
る

疑
問
点
に
つ
い
て

創
政
会�

岡 

田 

彦 

士

個人質問

安
土
の
未
来
づ
く
り
に
つ
い
て



問　

雪
野
山
グ
ラ
ウ
ン
ド
は
市
内
で

初
の
天
然
芝
サ
ッ
カ
ー
グ
ラ
ウ
ン
ド

で
す
。
こ
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
は
近
江
八

幡
サ
ッ
カ
ー
協
会
と
関
係
者
等
の
活

動
に
よ
り
、
市
が
日
本
サ
ッ
カ
ー
協

会
の
芝
生
化
モ
デ
ル
事
業
に
応
募
し
、

承
認
を
受
け
て
サ
ッ
カ
ー
関
係
者
等

で
植
え
付
け
を
行
い
、
平
成
21
年
3

月
に
竣
工
を
致
し
ま
し
た
。

　

し
か
し
竣
工
か
ら
約
16
年
が
経
過

し
、
芝
生
の
状
態
が
非
常
に
悪
く
デ

コ
ボ
コ
で
競
技
中
に
怪
我
等
が
発
生

し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
昨
今
の
猛
暑

日
等
で
芝
生
が
枯
れ
て
い
ま
す
。
自

動
式
ス
プ
リ
ン
ク
ラ
ー
等
の
整
備
に

つ
い
て
お
聞
き
し
ま
す
。

答　

教
育
部
長

　

雪
野
山
グ
ラ
ウ
ン
ド
の
芝
生
張
替

え
等
に
つ
い
て
は
、
現
在
、
芝
生
管

理
業
務
を
市
サ
ッ
カ
ー
協
会
に
委
託

し
、
同
協
会
に
芝
生
の
補
植
を
は
じ

め
除
草
や
芝
刈
り
、
散
水
等
の
適
正

管
理
に
努
め
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま

す
。
散
水
に
つ
い
て
は
、
従
前
は
口

径
13
ミ
リ
の
散
水
栓
か
ら
ホ
ー
ス
を

使
っ
て
散
水
の
み
で
あ
っ
た
こ
と
か

ら
、
昨
年
、
散
水
栓
の
口
径
を
20
ミ

リ
に
変
更
し
、
移
動
式
の
ス
プ
リ
ン

ク
ラ
ー
を
2
基
購
入
し
ま
し
た
。
現

在
の
と
こ
ろ
、
埋
設
型
の
自
動
ス
プ

リ
ン
ク
ラ
ー
の
導
入
は
計
画
し
て
い

ま
せ
ん
が
、
今
後
、
施
工
方
法
や
補

助
制
度
に
つ
い
て
情
報
収
集
と
検
討

を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

問　

少
子
化
問
題
や
地
球
温
暖
化
に

よ
る
熱
中
症
の
リ
ス
ク
、先
生
の
プ
ー

ル
管
理
に
お
け
る
負
担
、
プ
ー
ル
の

維
持
管
理
や
改
修
に
か
か
る
費
用
等

は
大
変
深
刻
な
課
題
で
す
。
今
後
は

「
中
学
校
の
プ
ー
ル
施
設
は
改
修
せ

ず
、
民
間
プ
ー
ル
の
活
用
の
方
向
で

調
整
す
る
」
と
の
こ
と
で
す
が
、
民

間
プ
ー
ル
の
活
用
に
あ
わ
せ
水
泳
指

導
の
外
部
委
託
の
考
え
は
あ
り
ま
す

か
。

　

健
康
ふ
れ
あ
い
公
園
に
は
温
水

プ
ー
ル
が
あ
り
、
天
候
に
左
右
さ
れ

る
こ
と
な
く
一
年
を
通
し
て
の
計
画
・

実
施
が
可
能
と
な
り
ま
す
。
活
用
す

る
考
え
は
あ
り
ま
す
か
。

答　

教
育
長

　

学
校
施
設
の
集
約
化
計
画
の
「
市

立
中
学
校
の
民
間
プ
ー
ル
を
活
用
し

て
の
水
泳
指
導
」
に
つ
き
ま
し
て
は
、

今
後
、
令
和
8
年
度
予
算
協
議
の
際

に
、
八
幡
西
中
学
校
の
水
泳
指
導
に

お
い
て
、
指
導
者
の
外
部
委
託
を
含

め
た
施
設
利
用
を
想
定
し
た
い
と
考

え
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
利
用
す
る

民
間
プ
ー
ル
に
つ
い
て
は
、
市
内
民

間
プ
ー
ル
を
対
象
に
、
学
校
か
ら
の

移
動
距
離
を
考
慮
し
て
、
利
用
施
設

候
補
を
調
整
し
て
ま
い
り
た
い
と
考

え
て
お
り
ま
す
。

［
そ
の
他
の
質
疑
・
質
問
］

①�

豊
か
な
教
育
を
め
ざ
し
て

②
心
を
育
む
文
化
会
館
事
業
に
つ
い
て

③
災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り
を
め
ざ
し
て

④
選
ば
れ
る
自
治
体
病
院
を
め
ざ
し
て

⑤�

高
齢
者
・
障
が
い
者
福
祉
の
デ
ジ
タ
ル
化

に
つ
い
て
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創
政
会�

藤 

村 

健 

造

個人質問

雪
野
山
グ
ラ
ウ
ン
ド

整
備
に
つ
い
て

公
明
党�

山 

本 

妙 

子

個人質問

学
校
施
設
の

集
約
化
計
画
に
つ
い
て



問　

働
き
続
け
る
上
で
ハ
ラ
ス
メ
ン

ト
の
な
い
職
場
環
境
は
重
要
で
す
。

庁
内
で
パ
ワ
ー
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
が

あ
っ
た
こ
と
を
公
表
し
、
市
長
は
事

実
を
真
摯
に
受
け
止
め
、
ハ
ラ
ス
メ

ン
ト
根
絶
に
向
け
て
取
組
む
と
意
思

表
明
さ
れ
ま
し
た
。
初
め
て
実
施
さ

れ
た
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
結
果
に
つ
い

て
伺
い
ま
す
。

①�

対
象
者
数
・
回
答
者
数
と
割
合
・

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
の
種
類
別
に
ハ
ラ

ス
メ
ン
ト
を
受
け
た
こ
と
が
あ
る
、

見
た
こ
と
が
あ
る
割
合
は
ど
う
で

し
た
か
。

②�

結
果
の
公
表
と
、
事
後
の
対
応
に

つ
い
て
の
考
え
を
聞
か
せ
て
下
さ

い
。

答　

総
務
部
理
事

①�
総
合
医
療
セ
ン
タ
ー
を
除
く
会
計

年
度
任
用
職
員
を
含
め
た
全
職
員

1
1
5
6
名
を
対
象
に
回
答
率
49
．

5
％
の
5
7
2
名
か
ら
回
答
が
あ

り
ま
し
た
。
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
を
受

け
た
こ
と
が
あ
る
、
見
聞
き
し
た

こ
と
が
あ
る
の
順
に
申
し
上
げ
ま

す
と
、
パ
ワ
ー
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
：

17
．7
％
・
20
．0
％
、
セ
ク
シ
ャ
ル

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
：
3
．1
％
・
3
．7
％
、

妊
娠
・
出
産
・
育
児
又
は
介
護
に

関
す
る
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
：
3
．4
％
・

3
．2
％
、
カ
ス
タ
マ
ー
ハ
ラ
ス
メ

ン
ト
：
25
．0
％
・
12
．7
％
と
い
う

結
果
で
し
た
。

②�

結
果
に
つ
い
て
は
、
現
在
資
料
を

作
成
中
で
今
月
半
ば
に
公
表
予
定

で
す
。
今
後
も
相
談
窓
口
の
周
知

徹
底
や
研
修
の
実
施
に
よ
り
ハ
ラ

ス
メ
ン
ト
の
な
い
職
場
づ
く
り
に

向
け
適
切
に
対
応
し
て
ま
い
り
ま

す
。

問　

新
年
度
の
予
算
は
前
年
の

4
3
0
億
円
を
大
き
く
超
え

5
3
0
億
と
い
う
過
去
最
高
の
大
規

模
な
予
算
に
な
り
ま
し
た
。
前
年
度

比
+
23
％
超
も
過
去
最
大
で
す
。し
っ

か
り
と
予
算
に
つ
い
て
の
考
え
方
を

理
解
し
な
け
れ
ば
い
け
な
い
と
思
い
、

今
回
は
予
算
な
ら
び
に
行
政
運
営
の

考
え
方
に
つ
い
て
質
問
し
ま
す
。

　

事
業
の
継
続
性
や
妥
当
性
に
つ
い

て
ど
の
よ
う
に
考
え
て
お
ら
れ
る
の

か
。
前
年
度
比
＋
1
0
0
億
円
と
い

う
大
規
模
な
予
算
が
組
ま
れ
た
背
景

に
つ
い
て
説
明
を
願
い
ま
す
。

答　

市
長

　

一
般
会
計
の
当
初
予
算
規
模
が
増

加
し
た
要
因
に
つ
い
て
は
、
普
通
建

設
事
業
費
が
新
市
庁
舎
整
備
事
業
の

継
続
実
施
等
に
よ
り
約
46
億

8
千
2
3
0
万
円
の
増
、
物
件
費
が

G
I
G
A
ス
ク
ー
ル
構
想
に
お
け
る

児
童
生
徒
1
人
1
台
端
末
の
更
新
等

に
よ
り
約
17
億
3
千
3
0
0
万
円
の

増
、
扶
助
費
が
社
会
保
障
関
係
経
費

の
需
要
の
増
等
に
よ
り
約
15
億

2
千
70
万
円
の
増
、
補
助
費
等
が
第

79
回
国
民
ス
ポ
ー
ツ
大
会
の
実
施
等

に
よ
り
約
10
億
5
8
0
万
円
の
増
等

が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

　

大
型
施
設
整
備
事
業
に
つ
い
て
は
、

こ
れ
ま
で
蓄
え
て
ま
い
り
ま
し
た
基

金
と
抑
制
に
努
め
て
ま
い
り
ま
し
た

市
債
を
活
用
す
る
こ
と
に
よ
り
市
民

サ
ー
ビ
ス
を
低
下
さ
せ
ず
、
ま
た
、

国
庫
県
費
の
確
保
、
ふ
る
さ
と
応
援

基
金
を
は
じ
め
と
す
る
特
定
目
的
基

金
の
活
用
、
財
政
措
置
が
有
利
な
市

債
の
活
用
等
さ
ま
ざ
ま
な
財
源
を
確

保
し
た
う
え
で
、「
や
る
べ
き
こ
と
は

速
や
か
に
実
行
す
る
」
と
の
思
い
で

予
算
を
調
製
い
た
し
ま
し
た
。

［
そ
の
他
の
質
疑
・
質
問
］

①�

国
民
健
康
保
険
に
つ
い
て

②
交
通
弱
者
の
移
動
手
段
の
確
保
に
つ
い
て

③�

安
土
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
エ
リ
ア
整
備
事
業
に

つ
い
て

9

gggggggggggggggggggggggggggggggggggggggggggggggggggg

チ
ー
ム
は
ち
ま
ん�

竹 

尾 

耕 

児

個人質問

新
年
度
予
算
案
に
つ
い
て

日
本
共
産
党�

玉 

木 

弘 

子

個人質問

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
根
絶
の

取
組
み
に
つ
い
て



問　

令
和
7
年
度
は
令
和
6
年
度
に

掲
げ
ら
れ
た
市
政
運
営
基
本
方
針
を

継
続
方
針
と
し
て
謳
っ
て
お
ら
れ
ま

す
。

　

職
員
一
人
ひ
と
り
が
基
本
方
針
を

念
頭
に
施
策
を
企
画
し
、
真
に
実
行

さ
せ
る
と
し
て
、
4
つ
の
基
本
方
針

を
掲
げ
て
お
ら
れ
ま
す
。
①
ト
ラ
イ

ア
ン
ド
エ
ラ
ー
を
繰
り
返
す
②
常
に

実
行
、
実
現
を
前
提
に
方
策
を
考
え

る
③
ト
ッ
プ
ラ
ン
ナ
ー
集
団
を
目
指

す
④
補
い
、
助
け
合
う
と
さ
れ
て
い

ま
す
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
方
針
に
対
す

る
令
和
6
年
度
の
市
長
の
市
政
運
営

の
取
組
評
価
に
つ
い
て
お
伺
い
し
ま

す
。

答　

市
長

　

4
つ
の
基
本
方
針
は
、
普
遍
的
な

価
値
観
を
表
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
ま

で
の
行
政
の
常
識
と
は
か
け
離
れ
て

い
ま
す
が
、
新
し
い
時
代
に
対
応
す

る
た
め
に
、
我
々
行
政
職
員
が
持
た

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
心
構
え
で
あ
る

と
考
え
て
い
ま
す
。
や
ら
な
い
理
由

を
見
つ
け
る
の
で
は
な
く
、
実
現
を

ベ
ー
ス
に
考
え
る
こ
と
が
基
本
で
あ

り
、
地
域
密
着
移
動
手
段
確
保
事
業

で
は
、
他
の
市
町
で
は
や
っ
て
い
な

い
方
法
で
、
い
か
に
コ
ス
ト
を
抑
え
、

ド
ア
t
o
ド
ア
を
実
現
し
、
製
造
・

加
工
事
業
者
創
出
促
進
事
業
で
は
、

民
間
事
業
者
の
新
た
な
商
品
開
発
の

一
歩
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
な
ど
、
意
見

を
聴
き
工
夫
し
な
が
ら
事
業
を
進
め

て
い
ま
す
。

問　

昨
年
か
ら
始
ま
っ
た
新
市
庁
舎

の
工
事
、
今
年
に
な
り
建
物
組
立
て

工
事
も
始
ま
り
工
事
工
程
通
り
整
備

が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
1
期
工
事

が
終
わ
り
、
来
年
令
和
8
年
1
月
か

ら
新
庁
舎
で
の
業
務
が
開
始
さ
れ
ま

す
。
と
こ
ろ
が
新
し
く
整
備
を
さ
れ

る
正
面
玄
関
部
分
が
、
既
存
市
庁
舎

と
重
な
る
た
め
利
用
す
る
こ
と
が
で

き
ま
せ
ん
が
、
来
年
1
月
か
ら
の
開

業
以
降
、
利
用
さ
れ
る
方
々
の
玄
関

出
入
口
は
ど
の
よ
う
に
な
る
の
で
す

か
。

答　

市
長

　

新
庁
舎
の
東
側
正
面
玄
関
は
、
現

庁
舎
解
体
後
に
工
事
着
手
す
る
た
め
、

供
用
開
始
時
に
は
使
用
で
き
ま
せ
ん

が
、
来
庁
者
の
皆
様
に
は
、
新
庁
舎

の
西
側
、
北
側
お
よ
び
南
側
か
ら
の

3
ヶ
所
の
出
入
り
口
か
ら
、
ア
ク
セ

ス
を
確
保
し
、
看
板
の
設
置
な
ど
安

全
か
つ
ス
ム
ー
ズ
に
出
入
り
で
き
る

よ
う
環
境
を
整
え
ま
す
。
ま
た
、
新

庁
舎
の
西
側
出
入
り
口
に
設
け
る
公

用
車
駐
車
場
に
つ
い
て
は
、
第
2
期

工
事
が
完
了
す
る
ま
で
の
間
、
来
庁

者
用
駐
車
場
と
し
て
利
用
い
た
だ
け

る
よ
う
整
備
す
る
予
定
で
す
。
新
庁

舎
東
側
正
面
玄
関
の
利
用
開
始
に
つ

い
て
は
、
令
和
8
年
10
月
頃
を
予
定

し
て
お
り
、
工
事
期
間
中
は
、
皆
様

に
ご
不
便
を
お
か
け
し
ま
す
が
、
ご

理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

［
そ
の
他
の
質
疑
・
質
問
］

①�

近
江
八
幡
市
立
運
動
公
園
施
設
に
つ
い
て

②
ト
イ
レ
カ
ー
整
備
事
業
に
つ
い
て

［
そ
の
他
の
質
疑
・
質
問
］

①�

オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク
ビ
レ
ッ
ジ
推
進
事
業
（
有

機
農
業
促
進
）
に
つ
い
て

10

gggggggggggggggggggggggggggggggggggggggggggggggggggg

凛
成
会�

山 

元 

聡 

子

個人質問

令
和
７
年
度
市
政
運
営

基
本
方
針
等
に
つ
い
て

政
翔
会�

久 

郷 

定 

彦

個人質問

市
庁
舎
整
備
事
業
に
つ
い
て



問　

リ
ニ
ア
中
央
新
幹
線
が
全
線
開

業
す
れ
ば
、
東
京
・
新
大
阪
間
は
「
の

ぞ
み
」
主
体
か
ら
「
ひ
か
り
」「
こ
だ

ま
」
優
先
の
ダ
イ
ヤ
編
成
に
な
り
ま

す
。
J
R
東
海
は
、
駅
間
距
離
の
長

い
京
都
・
米
原
間
に
待
避
駅
が
ど
う

し
て
も
必
要
で
し
ょ
う
。
市
内
に
新

幹
線
新
駅
誘
致
の
可
能
性
を
探
り
ま

し
ょ
う
。

　

全
国
か
ら
、
観
光
に
・
働
き
に
・

学
び
に
来
て
も
ら
え
れ
ば
地
域
活
性

の
チ
ャ
ン
ス
で
す
。
働
く
場
所
を
創

り
出
し
、
魅
力
を
高
め
、
近
江
鉄
道

沿
線
の
活
性
化
も
で
き
る
の
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。
市
長
の
所
見
を
問

い
ま
す
。

答　

市
長

　

新
幹
線
新
駅
は
必
要
で
あ
る
と
思

い
ま
す
が
、
財
源
を
含
め
て
諸
般
の

事
情
を
鑑
み
、
今
後
研
究
し
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

新
幹
線
新
駅
は
本
市
に
と
っ
て
必

要
と
考
え
て
い
ま
す
が
、「
外
か
ら
人

を
呼
び
込
め
る
ま
ち
づ
く
り
」
が
大

切
と
な
り
ま
す
。

　

本
市
と
し
て
も
、
新
幹
線
新
駅
の

開
業
で
「
来
て
も
ら
う
」
の
で
は
な
く
、

「
来
た
く
な
る
」
ま
ち
に
駅
を
新
設
し

て
も
ら
う
と
い
う
発
想
が
重
要
と
考

え
て
お
り
、
そ
の
た
め
に
民
間
企
業

な
ど
の
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
と
し
っ

か
り
と
ま
ち
に
対
す
る
思
い
を
共
有

し
な
が
ら
協
議
等
を
進
め
て
い
く
必

要
が
あ
り
ま
す
。

問　

近
年
、
少
子
高
齢
化
に
よ
る
人

口
減
少
や
核
家
族
化
が
進
む
こ
と
で

家
族
構
成
に
も
変
化
が
見
ら
れ
、
生

活
環
境
の
変
化
と
と
も
に
自
治
会
の

態
様
も
随
分
と
変
わ
っ
て
き
ま
し
た
。

　

本
市
は
、
近
江
八
幡
市
市
民
自
治

基
本
計
画
が
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
が
、

自
治
会
へ
の
加
入
率
も
年
々
減
少
し
、

近
所
付
き
合
い
の
希
薄
化
や
共
助
意

識
の
低
下
、
ま
た
役
員
や
活
動
の
担

い
手
不
足
に
よ
る
自
治
会
の
課
題
を

ど
の
よ
う
に
捉
え
、
認
識
し
、
こ
れ

ら
の
課
題
か
ら
ど
の
よ
う
な
支
援
及

び
施
策
を
行
っ
て
い
る
の
か
伺
い
ま

す
。

答　

市
長

　

自
治
会
加
入
率
の
低
下
や
高
齢
化

に
よ
る
役
員
の
な
り
手
不
足
等
の
課

題
に
対
し
、自
治
会
加
入
パ
ン
フ
レ
ッ

ト
を
作
成
・
活
用
し
て
い
て
い
る
ほ

か
、
自
治
会
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
作
成

を
進
め
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
既
存
の
自
治
会
館
の
改
修

や
広
場
の
整
備
に
対
す
る
補
助
金
と

合
わ
せ
て
令
和
6
年
度
か
ら
自
治
会

デ
ジ
タ
ル
化
補
助
金
を
創
設
し
た
ほ

か
、
令
和
7
年
度
に
は
、
ご
み
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
の
設
置
及
び
修
繕
や
樹
木
の

伐
採
等
に
対
す
る
補
助
メ
ニ
ュ
ー
の

創
設
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　

引
き
続
き
、
自
治
会
等
の
地
域
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
役
割
と
主
体
的
な
活

動
を
尊
重
し
、
地
域
の
皆
様
と
と
も

に
考
え
、
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

［
そ
の
他
の
質
疑
・
質
問
］

①�

企
業
誘
致
な
ど
働
く
場
所
づ
く
り
で
地
域

に
活
力
を

②�

起
業
支
援
の
強
化
の
た
め
に
今
す
べ
き
こ

と
は

［
そ
の
他
の
質
疑
・
質
問
］

①�

県
道
２
号
パ
イ
バ
ス
整
備
に
つ
い
て

【松村作　新幹線新駅構想】

 

 

近江八幡駅 

新幹線新駅 

金田小 

 
東中 

 

東海道新幹線 

JR 琵琶湖線 

 

近
江

鉄
道

 

六枚橋 

 

友定 

 

国道 8 号 
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創
政
会�

間 

宮 

泰 

樹

個人質問

自
治
会
の
支
援
に
つ
い
て

育
政
会�

松 

村 

　 

務

個人質問

ま
ち
を
元
気
に
す
る
た
め

新
幹
線
新
駅
誘
致
の
研
究
を



問　

な
ぜ
、
唐
突
に
音
楽
の
町
な
の

か
、
八
幡
の
文
化
、
風
土
に
お
い
て
、

こ
の
音
楽
祭
に
お
け
る
八
幡
ら
し
さ

と
い
う
も
の
が
理
解
で
き
ま
せ
ん
。

「
一
流
の
演
奏
家
に
よ
る
音
楽
を
」
と

い
う
キ
ー
ワ
ー
ド
に
つ
い
て
、
ど
の

よ
う
な
内
部
協
議
が
な
さ
れ
た
の
で

す
か
。
ま
た
、
1
0
0
0
万
円
と
い

う
予
算
を
計
上
さ
れ
て
の
事
業
で
あ

り
、
こ
れ
だ
け
の
予
算
を
投
入
す
る

こ
と
か
ら
、
単
年
事
業
へ
の
投
資
と

は
、
考
え
ら
れ
ま
せ
ん
が
、
こ
の
新

規
事
業
に
お
け
る
、
町
づ
く
り
へ
の

継
続
性
に
つ
い
て
、
ど
の
よ
う
に
お

考
え
な
の
か
、
答
弁
を
求
め
ま
す
。

答　

総
合
政
策
部
理
事

　

本
事
業
は
、
本
市
の
歴
史
・
文
化

を
背
景
に
新
た
な
魅
力
を
創
出
し
、

地
域
ブ
ラ
ン
ド
の
向
上
、
観
光
客
誘

致
、
文
化
振
興
を
目
指
す
も
の
で
す
。

　
「
八
幡
な
ら
で
は
」
の
魅
力
は
、
本

市
の
歴
史
的
価
値
の
高
い
場
所
を
会

場
と
し
、
一
流
の
音
楽
と
融
合
さ
せ

る
こ
と
で
唯
一
無
二
の
空
間
を
創
出

し
、
深
い
感
動
を
与
え
る
点
に
あ
り

ま
す
。

　

事
業
企
画
は
、
世
界
的
な
音
楽
祭

を
企
画
す
る
音
楽
事
務
所
と
の
協
議

を
踏
ま
え
文
化
振
興
課
で
進
め
て
い

ま
す
。
令
和
7
年
度
事
業
の
評
価
分

析
を
行
い
、
継
続
的
に
事
業
を
展
開

す
る
こ
と
で
、
文
化
芸
術
創
造
都
市

と
し
て
の
認
知
度
向
上
、
地
域
経
済

へ
の
波
及
効
果
、
文
化
意
識
の
向
上

を
目
指
し
ま
す
。

問　

本
市
は
、
八
幡
商
人
が
江
戸
時

代
に
松
前
を
拠
点
と
し
て
漁
場
開
拓

や
北
前
船
で
の
交
易
を
行
っ
た
歴
史

的
背
景
か
ら
、
昭
和
59
年
北
海
道
松

前
町
と
姉
妹
都
市
提
携
を
結
び
、
今

年
度
40
周
年
を
迎
え
ま
し
た
。
こ
れ

を
機
に
、
令
和
7
年
度
か
ら
中
学
生

の
相
互
交
流
に
取
り
組
ま
れ
ま
す
が
、

北
の
大
地
を
踏
む
こ
と
は
本
市
の
中

学
生
に
と
っ
て
も
魅
力
的
な
こ
と
だ

と
思
わ
れ
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
両
市
の
こ
れ
ま
で
の
交

流
実
績
や
中
学
生
交
流
の
事
業
計
画

（
目
的
・
内
容
・
派
遣
生
徒
等
）
に
つ

い
て
伺
い
ま
す
。

答　

教
育
長

　

松
前
町
と
の
交
流
実
績
と
し
て
は
、

漁
場
開
拓
や
北
前
船
で
の
交
易
を

行
っ
た
歴
史
的
背
景
か
ら
、
昭
和
59

年
に
姉
妹
都
市
提
携
を
結
び
、
今
年

度
で
40
周
年
を
迎
え
ま
す
。
こ
の
間
、

滋
賀
県
人
会
や
、
江
州
音
頭
を
通
じ

て
の
民
間
交
流
を
続
け
て
き
ま
し
た
。

次
代
を
担
う
子
ど
も
た
ち
が
交
流
の

歴
史
や
文
化
的
背
景
、
互
い
の
ま
ち

を
知
る
こ
と
が
必
要
と
の
双
方
の
想

い
が
あ
り
、
松
前
町
か
ら
中
学
生
の

交
流
事
業
の
提
案
が
あ
り
ま
し
た
。

交
流
の
内
容
に
つ
い
て
は
、
滋
賀
県

で
は
得
ら
れ
な
い
北
海
道
の
歴
史
・

文
化
、
松
前
町
の
ま
ち
づ
く
り
に
触

れ
る
機
会
に
な
る
よ
う
な
も
の
に
と

考
え
て
い
ま
す
。
生
徒
の
募
集
方
法

に
つ
い
て
は
、
市
立
4
中
学
校
か
ら

の
推
薦
を
予
定
し
て
お
り
ま
す
。

［
そ
の
他
の
質
疑
・
質
問
］

①�

町
な
み
保
存
に
つ
い
て

②
公
設
ポ
ス
タ
ー
掲
示
板
に
つ
い
て

③
交
通
安
全
対
策
に
つ
い
て

［
そ
の
他
の
質
疑
・
質
問
］

①�

小
中
学
校
に
お
け
る
不
登
校
児
童
生
徒
へ

の
対
応
に
つ
い
て

②
児
童
虐
待
の
現
状
と
課
題
に
つ
い
て

【松前城】
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ひ
む
れ
ク
ラ
ブ�

山 

本 

英 

夫

個人質問

ふ
る
さ
と
音
楽
祭
振
興
事
業

に
つ
い
て

創
政
会�

三 

上 

英 

夫

個人質問

姉
妹
都
市
松
前
町
と
の

中
学
生
交
流
事
業
に
つ
い
て



問　

オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク
ビ
レ
ッ
ジ
推
進

事
業
に
つ
い
て
お
聞
き
し
ま
す
。

①�

農
業
従
事
者
の
減
少
・
高
齢
化
に

対
し
て
、
有
機
農
業
に
関
心
の
あ

る
若
い
新
規
就
農
者
を
集
め
た
い

と
の
こ
と
で
す
が
、
有
機
農
業
に

限
定
せ
ず
、
幅
広
く
若
い
担
い
手

を
確
保
す
る
施
策
の
方
が
、
農
業

の
活
性
化
・
次
世
代
へ
の
継
承
に

は
有
効
だ
と
考
え
る
が
い
か
が
で

し
ょ
う
か
。

②�

ど
の
程
度
の
有
機
農
地
面
積
、
参

入
農
家
数
な
ど
を
目
標
と
し
て
考

え
て
い
ま
す
か
。

③�

有
機
農
業
と
は
、
有
機
J
A
S
認

証
を
取
る
こ
と
ま
で
求
め
る
の
で

す
か
。

答　

総
合
政
策
部
長

①�

担
い
手
確
保
は
、
有
機
農
業
に
限

ら
ず
農
業
施
策
全
体
と
し
て
対
応

す
べ
き
課
題
と
考
え
て
お
り
ま
す

が
、
新
規
就
農
希
望
者
が
有
機
農

業
を
志
向
す
る
傾
向
に
あ
る
こ
と

か
ら
、
有
機
農
業
の
推
進
は
有
効

な
手
立
て
で
あ
る
と
も
考
え
て
お

り
ま
す
。

②�

策
定
中
の
有
機
農
業
実
施
計
画
に

お
い
て
、
令
和
11
年
度
ま
で
の
目

標
を
、有
機
農
地
面
積
63
h
a
（
現
：

35
h
a
）
と
し
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、

有
機
農
業
に
取
り
組
む
生
産
者
数

も
目
標
値
に
掲
げ
る
こ
と
と
し
て

い
ま
す
。

③�
活
用
す
る
国
の
交
付
金
要
件
と
し

て
は
有
機
J
A
S
認
証
を
求
め
ら

れ
て
い
ま
せ
ん
。

［
そ
の
他
の
質
疑
・
質
問
］

①�

バ
イ
オ
マ
ス
を
原
料
と
し
た
エ
ネ
ル
ギ
ー

利
用
に
つ
い
て

②
ま
ち
の
コ
イ
ン
「
ビ
ワ
コ
」
に
つ
い
て

問　

2
月
26
日
の
代
表
質
問
の
回
答

で
、
教
育
長
か
ら
「
八
幡
西
中
学
校

長
寿
命
化
改
修
」
に
お
い
て
、
学
校

プ
ー
ル
の
改
修
は
行
わ
ず
、
民
間
利

用
に
切
り
替
え
る
と
の
発
言
が
あ
り

ま
し
た
。

　

改
廃
検
討
を
始
め
ら
れ
た
理
由
、

ど
の
よ
う
な
課
題
が
議
論
さ
れ
た
の

か
、
教
育
委
員
会
定
例
会
で
の
協
議

プ
ロ
セ
ス
、
民
間
利
用
に
よ
る
保
護

者
の
費
用
負
担
、
プ
ー
ル
を
廃
止
さ

れ
な
い
中
学
校
と
の
公
平
性
等
に
つ

い
て
説
明
願
い
ま
す
。

答　

教
育
長

　

将
来
の
教
育
、
社
会
の
変
化
に
対

応
し
た
長
寿
命
化
改
修
と
す
る
た
め
、

八
幡
西
中
学
校
の
プ
ー
ル
を
更
新
す

べ
き
か
検
討
を
始
め
、
更
新
費
、
維

持
費
、
猛
暑
に
よ
る
授
業
の
安
全
性
、

民
間
利
用
に
よ
る
財
政
負
担
、
教
員

の
負
担
等
の
課
題
に
つ
い
て
議
論
し
、

今
後
の
方
向
性
を
出
し
ま
し
た
。
定

例
会
で
は
、
学
校
プ
ー
ル
・
水
泳
授

業
の
課
題
等
を
説
明
後
、小
学
校
プ
ー

ル
は
残
し
水
泳
授
業
を
行
い
、
中
学

校
プ
ー
ル
は
改
修
せ
ず
民
間
利
用
へ

切
り
替
え
、
西
中
は
令
和
８
年
度
か

ら
民
間
利
用
の
方
向
性
で
あ
る
と
説

明
し
て
い
ま
す
。
民
間
利
用
に
よ
る

保
護
者
の
費
用
負
担
の
想
定
は
な
く
、

残
る
中
学
校
の
廃
止
時
期
は
、
西
中

の
実
績
を
見
極
め
、
移
行
時
期
を
検

討
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

［
そ
の
他
の
質
疑
・
質
問
］

①�

市
立
総
合
医
療
セ
ン
タ
ー
に
つ
い
て

②
高
齢
者
施
策
に
つ
い
て
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創
政
会�

南 

　 

祐 

輔

個人質問

オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク
ビ
レ
ッ
ジ

推
進
事
業
に
つ
い
て

創
政
会�

小 

西 

は
げ
む

個人質問

教
育
行
政
に
つ
い
て



予
算
常
任
委
員
会
審
査
報
告

委
員
長
　
道
下
　
直
樹

　

予
算
常
任
委
員
会
は
3
月
10
日
、

11
日
、
12
日
、
13
日
、
14
日
及
び
21

日
に
委
員
会
を
開
催
し
、『
議
第
1
号

専
決
処
分
の
承
認
を
求
め
る
こ
と
に

つ
い
て　

令
和
6
年
度
近
江
八
幡
市

一
般
会
計
補
正
予
算（
第
10
号
）』、『
議

第
2
号　

令
和
6
年
度
近
江
八
幡
市

一
般
会
計
補
正
予
算（
第
11
号
）』、『
議

第
12
号　

令
和
7
年
度
近
江
八
幡
市

一
般
会
計
予
算
』、『
議
第
43
号　

令

和
6
年
度
近
江
八
幡
市
一
般
会
計
補

正
予
算
（
第
12
号
）』、『
議
第
46
号
令

和
7
年
度
近
江
八
幡
市
一
般
会
計
補

正
予
算
（
第
1
号
）』
の
5
件
に
つ
い

て
審
査
し
ま
し
た
。
採
決
の
結
果
、

議
第
1
号
は
全
員
賛
成
で
原
案
を
承

認
、
議
第
2
号
、
議
第
43
号
は
全
員

賛
成
で
原
案
を
可
決
、
議
第
12
号
、

議
第
46
号
は
賛
成
多
数
で
原
案
を
可

決
す
べ
き
も
の
と
決
し
ま
し
た
。

『
審
査
過
程
に
お
け
る
主
な
意
見
』

　

議
第
2
号
に
つ
い
て
、「
事
業
の
遅

れ
や
委
員
会
の
未
実
施
、
必
要
人
員

の
確
保
不
足
、
ま
た
、
事
業
所
な
ど

へ
の
補
助
事
業
に
お
い
て
も
減
額
補

正
が
あ
っ
た
。
予
算
が
承
認
さ
れ
た

か
ら
に
は
執
行
す
る
意
識
の
向
上
に

努
め
ら
れ
、
遅

延
や
未
執
行
に

よ
る
減
額
補
正

と
な
ら
な
い
よ

う
に
し
て
も
ら

い
た
い
」
と
の

意
見
。

　

議
第
12
号
に

つ
い
て
、「
大

型
施
設
整
備
事
業
の
な
か
で
、
実
施

の
必
要
性
に
つ
い
て
時
間
を
掛
け
て

協
議
す
べ
き
も
の
が
あ
る
。
業
務
を

民
間
委
託
す
る
こ
と
で
コ
ス
ト
削
減

に
な
る
と
は
考
え
ら
れ
な
い
。
ま
た
、

ま
だ
検
証
が
さ
れ
て
い
な
い
事
業
に

多
額
の
予
算
が
計
上
さ
れ
て
い
る
な

ど
、
再
検
討
す
べ
き
事
業
が
あ
る
と

思
わ
れ
る
た
め
反
対
す
る
」
と
の
反

対
の
討
論
。

　

そ
れ
に
対
し
て
、「
大
型
施
設
整
備

事
業
を
実
施
す
る
た
め
、
積
み
立
て

た
基
金
と
抑
制
を
進
め
て
き
た
市
債

な
ど
様
々
な
財
源
を
活
用
し
、
市
民

サ
ー
ビ
ス
を
低
下
す
る
こ
と
な
く
施

策
実
施
を
見
込
ん
だ
予
算
で
あ
る
と

評
価
す
る
」
と
の
賛
成
の
討
論
。

　

ま
た
、そ
の
他
の
意
見
と
し
て
、「
人

員
体
制
が
整
わ
な
い
ま
ま
予
算
執
行

を
行
う
に
は
各
事
業
の
見
直
し
が
必

要
で
あ
る
。
ふ
る
さ
と
応
援
基
金
を

財
源
と
す
る
事
業
の
中
に
は
、
子
育

て
事
業
や
人
件
費
に
も
充
当
さ
れ
て

お
り
、
今
後
も
事
業
を
継
続
す
る
た

め
に
恒
久
的
な
財
源
を
見
い
だ
す
べ

き
で
あ
る
。
ま
た
、
新
規
事
業
に
お

い
て
、
事
前
に
実
施
予
定
の
地
域
住

民
を
含
め
た
協
議
が
行
わ
れ
て
い
な

い
の
で
は
な
い
か
」
と
の
意
見
。

総
務
常
任
委
員
会
審
査
報
告

委
員
長
　
岡
田
　
彦
士

　

総
務
常
任
委
員
会
は
、
3
月
定
例

会
に
お
い
て
付
託
さ
れ
た
諸
案
件
を

審
査
す
る
た
め
、
2
月
14
日
及
び
3

月
17
日
に
委
員
会
を
開
催
し
、
当
委

員
会
に
付
託
さ
れ
た
議
案
に
つ
い
て
、

当
局
に
対
し
詳
細
な
説
明
を
求
め
、

議
案
審
議
な
ど
を
行
い
審
査
し
ま
し

た
。

〇
2
月
14
日

　

そ
の
他
議
案
に
つ
い
て
、
議
第
39

号
は
全
員
賛
成
で
原
案
を
可
決
す
べ

き
も
の
と
決
し
ま
し
た
。

〇
3
月
17
日

　

予
算
議
案
に
つ
い
て
、
議
第
7
号
、

議
第
11
号
、
議
第
17
号
、
議
第
21
号

の
4
件
は
、
全
員
賛
成
で
原
案
を
可

決
す
べ
き
も
の
と
決
し
ま
し
た
。
条

例
議
案
に
つ
い
て
、
議
第
23
号
、
議

第
24
号
、
議
第

25
号
、
議
第
26

号
、議
第
27
号
、

議
第
28
号
、
議

第
36
号
、
議
第

37
号
の
8
件
は

全
員
賛
成
で
原

案
を
可
決
す
べ

き
も
の
と
決
し

ま
し
た
。
そ
の
他
議
案
に
つ
い
て
、

議
第
38
号
、
議
第
40
号
の
2
件
は
全

員
賛
成
で
原
案
を
可
決
す
べ
き
も
の

と
決
し
ま
し
た
。
議
員
提
出
議
案
に

つ
い
て
、
会
第
1
号
の
意
見
書
1
件

は
、
全
員
賛
成
で
原
案
を
可
決
す
べ

き
も
の
と
決
し
ま
し
た
。

『
審
査
過
程
に
お
け
る
主
な
意
見
』

　

議
第
21
号
に
つ
い
て
、「
現
行
の
医

療
制
度
の
改
革
が
病
院
経
営
に
大
き

く
影
響
し
て
お
り
、
厳
し
い
経
営
状

況
下
に
お
い
て
、
コ
ン
サ
ル
の
活
用

な
ど
に
よ
り
経
営
改
善
に
努
め
ら
れ

る
と
の
こ
と
で
あ
る
が
、
市
民
病
院

と
し
て
存
続
す
る
と
い
う
観
点
か
ら

経
営
強
化
に
向
け
て
取
り
組
ん
で
い

た
だ
き
た
い
」
と
の
意
見
。

　

議
第
17
号
に
つ
い
て
、「
文
化
会
館

自
主
事
業
に
お
い
て
、
例
年
の
公
演

内
容
の
踏
襲
以
外
に
も
例
え
ば
、
令

和
8
年
度
開
催
予
定
の
安
土
城
築
城
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4
5
0
年
祭
の
プ
レ
イ
ベ
ン
ト
と
し

て
P
R
も
兼
ね
た
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
や

狂
言
の
実
施
な
ど
、
市
の
大
き
な
行

事
を
見
据
え
た
市
民
ニ
ー
ズ
に
応
じ

た
多
様
な
企
画
に
つ
い
て
も
検
討
を

し
て
い
た
だ
き
た
い
」
と
の
意
見
。

教
育
厚
生
常
任
委
員
会
審
査
報
告

委
員
長
　
山
本
　
英
夫

　

教
育
厚
生
常
任
委
員
会
は
、
3
月

定
例
会
に
お
い
て
付
託
さ
れ
た
諸
案

件
を
審
査
す
る
た
め
、
3
月
17
日
に

委
員
会
を
開
催
し
、
当
委
員
会
に
付

託
さ
れ
た
議
案
に
つ
い
て
、
当
局
に

対
し
詳
細
な
説
明
を
求
め
、
議
案
審

議
な
ど
を
行
い
審
査
し
ま
し
た
。

〇
3
月
17
日

　

予
算
議
案
に
つ
い
て
、
議
第
3
号
、

議
第
13
号
、
議
第
15
号
、
議
第
16
号
、

議
第
18
号
の
5
件
は
、
賛
成
多
数
で
、

議
第
4
号
、
議
第
5
号
、
議
第
6
号
、

議
第
8
号
、
議
第
14
号
の
5
件
は
全

員
賛
成
で
原
案
を
認
定
す
べ
き
も
の

と
決
し
ま
し
た
。
条
例
議
案
に
つ
い

て
、
議
第
22
号
、
議
第
30
号
、
議
第

32
号
、
議
第
33
号
、
議
第
44
号
、
議

第
45
号
の
6
件
は
全
員
賛
成
で
、
議

第
31
号
は
賛
成
多
数
で
原
案
を
可
決

す
べ
き
も
の
と
決
し
ま
し
た
。
議
員

提
出
議
案
に
つ
い
て
、
会
第
2
号
、

会
第
3
号
、
会
第
4
号
は
賛
成
多
数

で
原
案
を
可
決
す
べ
き
も
の
と
決
し

ま
し
た
。

『
審
査
過
程
に
お
け
る
主
な
意
見
』

　

議
第
3
号
、
議
第
13
号
に
つ
い
て
、

「
県
内
で
国
民
健
康
保
険
料
の
統
一
化

を
進
め
る
と
額
が
上
が
ら
ざ
る
を
得

な
い
状
況
で
推
移
し
て
い
る
。
軽
減

対
象
者
で
滞
納
者
が
増
え
て
い
る
。

構
造
的
に
問
題
が
あ
る
制
度
だ
と

思
っ
て
お
り
、
減
少
し
て
い
る
被
保

険
者
に
負
担
を
求
め
る
べ
き
で
は
な

い
」
と
の
反
対
討
論
。

　

議
第
15
号
、
議
第
16
号
に
つ
い
て
、

「
市
は
高
齢
者
の
社
会
参
加
や
自
立
を

進
め
て
い
る
が
、
要
支
援
の
方
が
受

け
ら
れ
な
い
サ
ー
ビ
ス
が
あ
り
、
改

善
を
求
め
る
」
と
の
反
対
討
論
。

　

議
第
18
号
に
つ
い
て
、「
疾
病
が
増

え
、
医
療
費
も
高
額
に
な
る
後
期
高

齢
者
の
み
の
保
険
制
度
で
は
な
く
、

若
者
世
代
も
含

め
た
安
心
安
全

な
保
険
制
度
を

作
る
べ
き
で
あ

る
」
と
の
反
対

討
論
。

　

議
第
31
号
に

つ
い
て
、「
施

設
を
子
育
て
支
援
団
体
と
し
て
登
録

さ
れ
て
い
る
団
体
だ
け
が
減
免
と
な

る
の
で
は
な
く
、
子
育
て
世
代
が
利

用
す
る
際
に
も
減
免
を
す
る
べ
き
で

あ
る
」
と
の
反
対
討
論
。

　

会
第
2
号
に
つ
い
て
、「
今
後
、
維

持
管
理
は
必
要
に
な
っ
て
く
る
が
、

戦
争
の
犠
牲
者
を
悼
む
こ
と
、
市
全

体
と
し
て
新
し
い
管
理
方
法
を
構
築

す
る
こ
と
を
意
見
と
し
て
賛
成
す
る
」

と
の
賛
成
討
論
。

　

会
第
3
号
に
つ
い
て
、「
す
で
に
引

き
上
げ
に
つ
い
て
は
見
送
る
と
さ
れ

て
お
り
、
意
見
書
の
内
容
は
達
成
し

て
い
る
。
国
の
意
向
が
示
さ
れ
る
時

期
ま
で
待
っ
て
も
よ
い
の
で
は
な
い

か
」
と
の
反
対
討
論
。
そ
れ
に
対
し
、

「
多
く
の
難
病
や
が
ん
患
者
が
安
心
し

て
医
療
を
受
け
る
た
め
の
制
度
で
あ

り
、
引
き
上
げ
が
白
紙
撤
回
に
至
っ

て
い
な
い
た
め
賛
成
す
る
」
と
の
賛

成
討
論
。

　

会
第
4
号
に
つ
い
て
、「
在
宅
介
護

の
命
綱
で
あ
る
事
業
所
が
廃
止
さ
れ

る
と
、
再
度
再
開
す
る
こ
と
は
難
し

い
た
め
、
事
業
所
へ
の
サ
ポ
ー
ト
が

必
要
で
あ
る
」
と
の
賛
成
討
論
。

産
業
建
設
常
任
委
員
会
審
査
報
告

委
員
長
　
竹
尾
　
耕
児

　

産
業
建
設
常
任
委
員
会
は
、
3
月

定
例
会
で
付
託
さ
れ
た
諸
案
件
を
審

査
す
る
た
め
、
3
月
18
日
及
び
閉
会

日
の
3
月
21
日
に
委
員
会
を
開
催
し
、

当
局
に
対
し
詳
細
な
説
明
を
求
め
、

議
案
質
疑
を
行
い
審
査
し
ま
し
た
。

〇
3
月
18
日

　

予
算
議
案
に
つ
い
て
、
議
第
9
号
、

議
第
10
号
、
議
第
19
号
、
議
第
20
号

の
4
件
は
い
ず
れ
も
全
員
賛
成
で
原

案
を
可
決
す
べ
き
も
の
と
決
し
ま
し

た
。条
例
議
案
に
つ
い
て
、議
第
29
号
、

議
第
34
号
、
議
第
35
号
の
3
件
は
い

ず
れ
も
全
員
賛
成
で
原
案
を
可
決
す

べ
き
も
の
と
決
し
ま
し
た
。
そ
の
他

議
案
に
つ
い
て
、
議
第
41
号
、
議
第

42
号
の
2
件
は
い
ず
れ
も
全
員
賛
成

で
原
案
を
可
決
す
べ
き
も
の
と
決
し

ま
し
た
。

〇
3
月
21
日

　

条
例
議
案
に

つ
い
て
、
議
第

47
号
は
全
員
賛

成
で
原
案
を
可

決
す
べ
き
も
の

と
決
し
ま
し

た
。
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　総務常任委員会では、所管事務調査項目の「地

域コミュニティの現状と課題について」、近年の

地域コミュニティ、特に自治会で深刻な問題と

なっている自治会への加入率の低下や役員の担

い手不足等について、令和５年度と令和６年度の

２年間をかけ調査研究を行いました。令和６年度

は令和５年度に実施した自治会運営に関するア

ンケート調査の結果等を踏まえ、課題の絞り込み

を行い、課題解決に向けた自治会運営の持続可能性の向上を図る取組について、所管事務調査報告書

「地域コミュニティの現状と課題～持続可能な自治会運営について～」としてまとめました。

　主な取組としては、令和６年５月17日、10月１日、11月13日、令和７年１月17日の４回にわたり、

前年度に引き続き総合政策部まちづくり協働課の協力により、ワークショップ形式等にて、令和５年

度実施の自治会運営に関するアンケート調査結果の分析と考察から課題の絞り込みと「理想の自治会

とは」のまとめについて検討を行いました。

　ワークショップ等の内容としては、１回目は、前年度の振り返りと今年度の取組の確認と意見交換

を行いました。２回目から４回目は、自治会運営に関するアンケート調査結果等の考察から課題の絞

り込みを行い、「防災」を切り口に、持続可能な自治会運営「理想の自治会」を見出し、まとめてい

く作業を行いました。

　令和６年７月 16 日から 18 日には、長崎県佐世保市、佐賀県唐津市及び福岡県太宰府市への行政

視察及び研修の実施を行いました。（議会だより 61 号掲載）

　これらの令和５年度と令和６年度の調査研究をもとに、令和７年２月 21 日に調査研究報告書案に

ついて検討を行い、３月に調査研究報告書を「地域コミュニティの現状と課題～持続可能な自治会運

営について～」としてまとめ、市連合自治会幹事会及び市長への報告を行いました。

　今回の２年間の「地域コミュニティの現状と課題」に関する調査研究の取組過程及び報告書として

まとめた、その成果を、自治会等地域コミュニティの持続可能性の向上につなげられるよう、引き続

き、実践と取組を継続し研鑽に努めてまいります。

総務常任委員会活動報告総務常任委員会活動報告
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　精華町議会は早稲田大学マニフェスト研究所議会改革度調査 2019
において、総合ランキング 19 位に到達されて以来、現在でもその順
位を維持されていることから、議会改革の取組事例を参考にさせてい
ただき、議会の活性化に繋げるため、視察を行いました。
　精華町議会では、「通年議会」を導入しておられ、毎月全員協議会を
開催し、研修会や勉強会等についても多数開催されています。委員会
活動が活発であり、事務事業評価や政策提言を委員会単位でも行って
いるとのことでした。また、住民参加の促進として、ワールドカフェ
方式で住民と一緒に考え意見交換をされていました。
　今回の研修で学んだことを参考に、議会改革と議会活性化について今後も調査研究し、取り組んで
いきたいと思います。

　近江八幡市議会では、市民に開かれた議会にするため、議会改革推進委員会を設置しており、議会
活動等の改革・改善に関する協議を行っています。
　当委員会の令和６年度の主な検討項目について、前年度からの継続検討事項である「市議会基本条
例の見直しについて」、「個人質問の在り方について」などを協議するため委員会を計８回開催しまし
た。また、市議会基本条例の見直しを行うことに伴って、２つのプロジェクトチームを結成し、オン
ライン手続きに関するプロジェクトチームの会議を計２回、市議会基本条例プロジェクトチームの会
議を計４回開催し、それぞれ検討を行い、以下の結果となりました。

「市議会基本条例の見直しについて」
　…�近江八幡市議会基本条例の一部を改正、近江八幡市議会政務活動費の交付に関する条例の一部を

改正、近江八幡市議会委員会条例の一部を改正、近江八幡市議会会議規則の一部を改正
「個人質問の在り方について」
　…�時間短縮に向けて議員間の意識づけを行い、さらに、当局側の答弁においても時間短縮に協力し

てもらえるよう議長を通して市長に申し入れを行いました。

議会運営委員会 視察研修議会運営委員会 視察研修  令和７年１月29日（水）令和７年１月29日（水）

議会改革推進委員会の取組報告議会改革推進委員会の取組報告

〈視察項目〉
「議会改革と議会活性化の取組について」
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　令和７年１月28日に近江八幡市専任手話通訳員、近江八幡市聴覚障
害者福祉協会より講師を招き、議員研修を開催しました。
　近江八幡市の障がい者の施策や支援について、また、聴覚障がい者の
方の市に対する要望など日頃感じておられる思いを聞くことができま
した。講演後は近江八幡市手話サークル連絡協議会によるミニ手話講座
を開催し、日常で使用できる手話について学びました。
　令和７年２月６日には、近畿大学　辻 陽教授を講師として招き、「地方議会の現状と課題」と題し
てご講演いただきました。
　議会の位置付けや議員活動について改めて学び、また、近年進んでいる議会のデジタル化の現状や
今後の課題など様々な内容を聴講しました。研修で学んだことを、今後の議会活動に生かしていきます。

　清々しい若葉の季節となり、青々とした木々の緑を眺めていると、慌ただ
しい日々の中穏やかな気持ちになります。

　令和７年第１回定例会では、令和７年度の当初予算が総額960億9519万円（内、一般会計530
億）、前年度より約108億円の増額で成立しました。昨年に引き続き「子育て及び教育環境の充実」
「産業基盤の強化」「高齢化する社会、分化する社会に対応する行政サービスの実現」「持続可能な
社会の実現へのステップ」の４点を施策の基本方針として重点的に取り組むこととなっております。
　この当初予算や施政方針について、会派代表者による代表質問などで多くの質問が行われまし
た。大切な税金が、どのように市民生活に活かされていくのか、市議会としてしっかりとチェッ
ク機能を果たしていきたいと思います。� （広報広聴委員長　大川　恒彦）

編 集 後 記

近江八幡市議会議員研修を開催しました近江八幡市議会議員研修を開催しました

   【議会の傍聴にお越しください】    
　市議会定例会、臨時会、各常任委員会は公開されており、どなたでも傍聴して
いただくことができます。傍聴される場合は、市役所４階議会事務局に申し出て
いただき、傍聴券と当日の資料を受け取ってください。持ち物は必要ありません。
　なお、お配りする傍聴券は当日に限り有効ですので、お帰りの際に「傍聴券返
却箱」にご返却ください。

   【テレビ放送やインターネット（YouTube）での放送について】   
　市議会本会議の様子は、ZTVのコミュニティチャンネルで生中継と録画放送をお送り
し、議会が閉会した約２週間後には、同じくコミュニティチャンネルの「市政だより」
のコーナーで本会議の模様をご紹介しています。
　また、インターネットでは、YouTube（ユーチューブ）による本会議の録画配信を行っ
ています。本会議の開催期間中は、ライブ配信も行っております。

　元近江八幡市議会議員で令和６年12月に逝去された西居勉氏が、
このたび従五位旭日小綬章を受章し、令和７年３月31日に伝達式
を行いました。
　故西居勉氏は、合併後、近江八幡市の初代議長を務められ、昭
和58年から通算８期、約32年間もの長きにわたり、近江八幡市議
会議員として市政の発展に尽力されました。

故  西居 勉 氏　叙位・叙勲受章
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　全員一致で承認・可決・同意・採択した議案
議案番号 件　　　　　　　　　　名 付託委員会

◇　専決処分

議第１号 専決処分の承認を求めることについて
令和６年度近江八幡市一般会計補正予算（第10号） 予算

◇　予　　算

議第２号 令和６年度近江八幡市一般会計補正予算（第１１号） 予算

議第４号 令和６年度近江八幡市介護認定審査会共同設置事業特別会計補正予算（第１号） 教育厚生

議第５号 令和６年度近江八幡市介護保険事業特別会計（保険事業勘定）補正予算（第３号） 教育厚生

議第６号 令和６年度近江八幡市介護保険事業特別会計（サービス事業勘定）補正予算（第２号） 教育厚生

議第７号 令和６年度近江八幡市文化会館事業特別会計補正予算（第２号） 総務

議第８号 令和６年度近江八幡市後期高齢者医療特別会計補正予算（第２号） 教育厚生

議第９号 令和６年度近江八幡市水道事業会計補正予算（第１号） 産業建設

議第10号 令和６年度近江八幡市下水道事業会計補正予算（第２号） 産業建設

議第11号 令和６年度近江八幡市病院事業会計補正予算（第３号） 総務

令和７年第１回（３月）近江八幡市議会定例会に提出された議案と議決結果

　賛否の分かれた議案

議案番号 件　　　　　　　　　　名

付 

託 

委 

員 

会

会派 創政会 政翔会 ① ② ③ ④ ⑤ ⑥

議

決

結

果

間
宮
　
泰
樹

藤
村
　
健
造

三
上
　
英
夫

道
下
　
直
樹

南
　
　
祐
輔

大
川
　
恒
彦

岡
田
　
彦
士

小
西
は
げ
む

久

郷

定

彦

沖
　
　
茂
樹

辻
　
　
正
隆

小
川
　
広
司

松
村
　
　
務

青
木
　
勝
治

中
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◇　予　　算

議第３号 令和６年度近江八幡市国民健康保険特別
会計補正予算（第２号） 教育厚生 可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 − 〇 〇 〇 〇 〇 × × 〇 〇 〇

議第12号 令和７年度近江八幡市一般会計予算 予算 可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 − 〇 〇 〇 〇 〇 × × 〇 〇 〇

議第13号 令和７年度近江八幡市国民健康保険特別
会計予算 教育厚生 可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 − 〇 〇 〇 〇 〇 × × 〇 〇 〇

議第15号 令和７年度近江八幡市介護保険事業特別
会計（保険事業勘定）予算 教育厚生 可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 − 〇 〇 〇 〇 〇 × × 〇 〇 〇

議第16号 令和７年度近江八幡市介護保険事業特別
会計（サービス事業勘定）予算 教育厚生 可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 − 〇 〇 〇 〇 〇 × × 〇 〇 〇

議第18号 令和７年度近江八幡市後期高齢者医療特別
会計予算 教育厚生 可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 − 〇 〇 〇 〇 〇 × × 〇 〇 〇

議第46号 令和７年度近江八幡市一般会計補正予算
（第１号） 予算 可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 − 〇 〇 〇 〇 〇 × × 〇 〇 〇

◇　条　　例

議第31号 近江八幡市子育て支援センター条例の一部
を改正する条例の制定について 教育厚生 可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 − 〇 〇 〇 〇 〇 × × 〇 〇 〇

◇　人　　事

議第48号 近江八幡市副市長の選任につき同意を求め
ることについて 省略 不同意 賛成：8票　 反対：12票（無記名投票）議長は採決に加わっていません

◇　議員提出議案

会第１号 選択的夫婦別姓制度の議論活性化を求める
意見書の提出について 総務 可決 〇 〇 〇 × × × × 〇 〇 〇 − 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

会第２号
国内民間建立戦没者慰霊碑に係る維持管理
対策の更なる充実を求める意見書の提出に
ついて

教育厚生 可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 − × 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

会第３号 高額療養費制度の自己負担限度額の引き上
げに反対する意見書の提出について 教育厚生 可決	

(議長採決)
× × × × × × × × 〇 〇 ※ 〇 〇 〇 × × 〇 〇 〇 〇 〇

会第４号
訪問介護の基本報酬をはじめとした介護
報酬の引き上げを求める意見書の提出に
ついて

教育厚生 可決 〇 〇 〇 × 〇 × 〇 〇 〇 〇 − 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

①：育政会　②：公明党　③：日本共産党　④：チームはちまん　⑤：ひむれクラブ　⑥：凛成会
○…賛成　  ×…反対　　  欠…欠席　　  退…退席　  除…除斥　　― …議長は採決に加わっていません。※可否同数の場合は議長採決
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６月定例会のご案内　令和７年第２回（６月）市議会定例会は、次のような日程で予定しています。それ以外の日は、休会の予定です。

開会日 質問日 委員会 閉会日

６月６日（金） ６月17日（火）、18日（水）、19日（木） ６月20日（金）、23日（月）、25日（水） ６月27日（金）

皆さまからの議会運営に関するご意見を、メールまたは文書にて、議会事務局までお寄せください。
〒523－8501　近江八幡市桜宮町236番地　Ｅメール：020200@city.omihachiman.lg.jp　ＦＡＸ  ：０７４８－３６－７１０１

議第14号 令和７年度近江八幡市介護認定審査会共同設置事業特別会計予算 教育厚生

議第17号 令和７年度近江八幡市文化会館事業特別会計予算 総務

議第19号 令和７年度近江八幡市水道事業会計予算 産業建設

議第20号 令和７年度近江八幡市下水道事業会計予算 産業建設

議第21号 令和７年度近江八幡市病院事業会計予算 総務

議第43号 令和６年度近江八幡市一般会計補正予算（第12号） 予算

◇　条　　例

議第22号 近江八幡市安土福祉センター条例の制定について 教育厚生

議第23号 近江八幡市一般職の任期付職員の採用及び給与の特例に関する条例の一部を改正する条例の制定について 総務

議第24号 近江八幡市職員の勤務時間、休暇等に関する条例の一部を改正する条例の制定について 総務

議第25号 近江八幡市職員の育児休業等に関する条例の一部を改正する条例の制定について 総務

議第26号 近江八幡市職員の給与に関する条例の一部を改正する条例の制定について 総務

議第27号 近江八幡市職員の退職手当に関する条例の一部を改正する条例の制定について 総務

議第28号 近江八幡市会計年度任用職員の給与及び費用弁償に関する条例の一部を改正する条例の制定について 総務

議第29号 近江八幡市手数料条例の一部を改正する条例の制定について 産業建設

議第30号 近江八幡市立図書館条例の一部を改正する条例の制定について 教育厚生

議第32号 近江八幡市国民健康保険条例の一部を改正する条例の制定について 教育厚生

議第33号 近江八幡市地域包括支援センターにおける包括的支援事業の実施に係る人員等の基準に関する条例の一部を改正する
条例の制定について 教育厚生

議第34号 近江八幡市布設工事監督者の配置基準及び資格基準並びに水道技術管理者の資格基準を定める条例の一部を改正する
条例の制定について 産業建設

議第35号 近江八幡市非常勤消防団員に係る退職報償金の支給に関する条例の一部を改正する条例の制定について 産業建設

議第36号 刑法等の一部を改正する法律の施行等に伴う関係条例の整理に関する条例の制定について 総務

議第37号 デジタル社会形成基本法等の一部を改正する法律の施行に伴う関係条例の整理に関する条例の制定について 総務

議第44号 近江八幡市特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の運営に関する基準を定める条例の一部を改正する条例の
制定について 教育厚生

議第45号 近江八幡市家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準を定める条例の一部を改正する条例の制定について 教育厚生

議第47号 近江八幡市消防団員等公務災害補償条例の一部を改正する条例の制定について 産業建設

◇　そ の 他

議第38号 近江八幡市沖島辺地に係る公共的施設の総合的な整備に関する財政上の計画を変更することにつき議決を求めることに
ついて 総務

議第39号 財産を取得することにつき議決を求めることについて 総務

議第40号 財産を取得することにつき議決を求めることについて 総務

議第41号 市道路線の認定につき議決を求めることについて 産業建設

議第42号 市道路線の変更につき議決を求めることについて 産業建設

◇　議員提出議案

会第５号 近江八幡市議会基本条例の一部を改正する条例の制定について 省略

会第６号 近江八幡市議会政務活動費の交付に関する条例の一部を改正する条例の制定について 省略

会第７号 近江八幡市議会委員会条例の一部を改正する条例の制定について 省略

会第８号 近江八幡市議会会議規則の一部を改正する条例の制定について 省略

会第９号 子どもの豊かな学びを保障するための教職員の人材確保及び学校における働き方改革の推進を求める意見書の提出に
ついて 省略

会第10号 学校給食の安定供給に向けた国の支援を求める意見書の提出について 省略
付託委員会欄の「決算」は決算特別委員会、「予算」は予算常任委員会、「総務」は総務常任委員会、「教育厚生」は教育厚生常任委員会、
「産業建設」は産業建設常任委員会です。
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●インキ：環境配慮型インキ（植物油インキ or ノンVOCインキ）
●印刷：有害な廃液を排出しない水なし印刷


